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自
然
に
添
っ
て
、
暮
ら
す
こ
と
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ブ
ラ
ボ
ー
な
マ
ス
ク

　
　
　先

日
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
の
母
よ
り

手
作
り
マ
ス
ク
が
届
い
た
。

た
く
さ
ん
入
って
い
た
の
で

僕
の
実
家
に
も

持
って
った
ら
母
は

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
。

「あ
り
が
と
う
！

こ
れ
で
も
う
マ
ス
ク
は

心
配
あ
ら
へ
ん
わ
。

昔
は
マ
ス
ク
な
ん
て

安
か
った
の
に
最
近
は

ブ
ラ
ボ
ー
な
値
段
や

も
ん
な
！
」

ん
？
発
音
が
良
す
ぎ
て

「
ぶ
」
に
聞
こ
え
た
の

だ
ろ
う
か
？

い
や

「
ぶ
」
で
も

通
じ
ん
こ
と
は
な
い
か
。

今
月
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
）

年
に
三
回
採
れ
る
豆

【
い
ん
げ
ん
】

え
ん
ど
う
、
そ
ら
豆
、
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
、

晩
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
目
に
す
る
緑
の

豆
類
は
、
旬
を
感
じ
る
お
野
菜
で
す
ね
。

「
さ
や
え
ん
ど
う
」
の

「
さ
や

（莢
）
」
と
は

外
皮
の
こ
と
で
、
若
い
サ
ヤ
な
の
で
柔
ら
か

く
て
皮
ご
と
食
べ
れ
ま
っせ
～
の
意
。

つ
ま
り

「
さ
や
え
ん
ど
う
」
「
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
」
「
え
ん
ど
う
豆
」
は
同
じ
種
類
で

成
長
具
合
に
応
じ
て
名
が
変
わ
る
、
と
。

ま
、
魚
で
い
う
と
こ
ろ
の

「
ツ
バ
ス
」
「ハ
マ

チ
」
「
ブ
リ
」
み
た
い
な
も
ん
で
す
ね
。

「い
ん
げ
ん
」
も
年
に
三
回
採
れ
る
か
ら

「
さ
ん
ど
ま
め

（
三
度
豆
）
」
と
呼
ん
だ
り

と
。
こ
っち
で
呼
ぶ
方
も
多
い
の
で
は
？

い
ん
げ
ん
は
、
脾
胃
を
健
や
か
に
し
氣
を

補
って
く
れ
、
ま
た
余
分
な
水
分
を
排
出

し
て
く
れ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

暑
が
長
け
、
氣
が
消
耗
さ
れ
や
す
い
夏
に

そ
し
て
湿
氣
が
増
す
梅
雨
時
期
に
と
、

と
って
も
重
宝
す
る
食
材
。

自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
美
味
し
く
頂
き

な
が
ら
、
身
心
が
調
え
ら
れ
れ
ば
最
高

で
す
ね
。

血
と
生
理
痛

　
　月

経
痛
と
い
う
症
状
に
対
し

推
拿
で
は
①
血
の
滞
り
が
原

因
で
痛
む
タ
イ
プ
と
②
血
の

不
足
が
原
因
で
痛
む
タ
イ
プ

と
に
分
け
て
考
え
ま
す
。

①
は
、
月
経
前
か
ら
痛
み
、

月
経
が
来
て
か
ら
次
第
に
痛

み
が
和
ら
い
で
い
く
、
一
定

の
場
所
が
激
し
く
痛
む
、
血

の
量
は
少
な
く
、
血
の
色
は

黒
紫
の
よ
う
で
、
血
の
塊
の

よ
う
な
も
の
を
帯
び
て
い
る

と
い
った
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
方
の
対
処
法
と
し
て

は
、
氣
血
を
巡
ら
せ
る
こ
と

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

こ
の
時
季
の
お
野
菜
で
い
え
ば

韮
、
ら
っき
ょ
う
、
玉
ね
ぎ

な
ど
が
よ
い
と
さ
れ
ま
す
。

一
方
②
の
タ
イ
プ
は
、
月
経

の
終
わ
り
く
ら
い
か
ら
終
わ
っ

た
後
に
痛
み
が
あ
る
、
痛
み

は
激
烈
と
い
う
よ
り
は
ず
っと

絶
え
間
な
く
痛
い
感
じ
で
、

　
　

  

（下
段
へ
・
・
・
）

温
め
た
り
、
手
で
さ
す
った

り
す
る
と
や
や
マ
シ
に
な
る
、

血
の
色
は
淡
く
、
血
の
量
は

少
な
い
、
と
い
った
特
徴
が
み

ら
れ
ま
す
。

他
に
、
疲
れ
や
す
い
、
や
る

氣
が
出
な
い
、
汗
を
か
き
や

す
く
止
ま
り
に
く
い
と
い
った

よ
う
な
症
状
も
②
の
タ
イ
プ
に

は
起
こ
り
が
ち
で
す
。

こ
う
し
た
症
状
の
場
合
は
、

氣
血
を
補
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
こ
の
時
季
の
お
野
菜

で
い
え
ば
、
じ
ゃ
が
い
も
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ゆらねの主な予定 暦とカラダのオンラインお話会

場
所
は
、
内
く
る
ぶ
し
か
ら

指
四
本
上
に
あ
り
ま
す
。

生
理
不
順
、
無
月
経
、

不
妊
な
ど
、
女
性
特
有
の

諸
症
状
全
般
に
◎

コロナウィルス関連の状況を踏まえ
Zoom を使ったオンラインお話会のご依頼を
頂くようになりました。

少人数でも対応もしております。
ご興味ございましたらお声掛けください。

5/23（土）暦とカラダのお話会＠Zoom
5/28（木）夏のこころとからだ＠Zoom
6/4（木）暦とカラダのお話会＠緑の館
6/5（金）推拿復習会＠Zoom

詳しくは https://www.yurane-seitai.com/

生
理
痛
に
は

「
三
陰
交
」

☎

～
血
と
巡
る
十
三
ヶ
月

（そ
の
四
）
～



立夏をむかえましたが、自粛生活は続くようです。遠出はできませんが、

たまに近所の公園に出かけて、ゆったりと春の花や、鳥の囀りを楽しむ

ことはできます。家にいると「用事が終わる」ということがありません。

ずっと動いてしまいます。家族は、わたしの忙しない雰囲気が伝わるの

か少し迷惑そうです。自分でも決して「働き者」という感覚はなかった

のですが、最近ただただ「しんどい」事に気がつきました。

エネルギーのバランスが取れるということは、元気や活発といった長所

に繋がります。しかし、行き過ぎれば落ち着きがない、慌てているとい

った感覚にも翻ってしまいます。わたしのこのような体質が、感情や行

動に極端な影響が出ているかもしれません。

 

つい自粛生活の中で慌ただしくしてしまいますが、自分だけでなく、周

りにも自粛生活での在り方を押し付けたり、期待し過ぎたりしていない

だろうか……。そんなことを立ち返って考えてしまいます。だから今は、

身近な自然を感じるといった、小さな事でも楽しもうと思います。

無理に前向きになる事や、明るく振る舞う事を他人にも自分に求めず、

のんびりと一日を暮らす。この時期には、そんな生活がわたしのような

タイプには向いているようです。　（KS）

今朝はどんなコーヒー飲んだっけな？

すいません、忘れました。

おうちにいようが長くなってきてボ～

っとしてるのかな。最近全国各地の気

になる珈琲豆を夫が通販で購入してく

れていて、おかげで我が家はいつも珈

琲のいい香りに包まれています。

３つある風鈴もそれぞれ個性豊かに、

時にけたたましいくらい鳴っていたり

もしますが、香りと音色、それだけで

ホッとできたりするこの頃です。

今日は 5月 8日。緊急事態宣言も延び

てしまいましたね。すいなのお客さん

をいつまで待たせたらいいのかが悩み

の種です。なんせ常連さんは 80 代の

元気なおばあちゃん達だから。早く安

心して再開したいものですか、その判

断どうしたらできるんだろう。すごく

難しいです。

さて、ゴールデンウィークお疲れさま

でした。皆さんいかがお過ごしでした

か？私は前回お伝えしたように、皆で

和室の古壁を塗り直しました。漆喰総

重量 47 キロ。ゴム手袋を両手にはめて

壁画でも描くかのごとく。めちゃくち

ゃ頑張りました。どうだ～！ひゃっほ

～！！というくらいいい感じの出来栄

えです。

柱と砂壁の間から陽が入る、つまりク

モやムカデが出入り自由で冬はさっむ

さむのすっかすかの和室が、隙間が埋

まり虫たちは出禁に、すきま風も最小

限に、砂も落ちてこない、無数の染み

だらけの壁が柔らかなクリーム色の漆

喰壁に。

物置と化した縁側もすっかり綺麗に生

まれ変わりました。窓の外にはゴーヤ

の苗を植えてみたりして、今夏はゴー

ヤカーテンを楽しみたいと思っていま

す。いつか穏やかな日常がきたら、手

作り部屋でわいわい集まって食べたり

呑んだりしたいなあ。（mu）

三木哲哉　ゆらね推拿担当。陰陽五行の自然観を学びながら、整体や養生のことをお伝えしています。

　　　　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。tetsuya.miki@yurane-seitai.com

ERIO　　　レイキと占い、足裏とアート

mu-ran　　楽しみながら、育児、推拿、レイキ、コーヒー、外国語を頑張ります。　twitter @mimiosumaseva

KS　　　　心理学、脳科学を３。季節感、五感を楽しむ事を 7と学ビを生活に生かして、中庸なわたし。

　　　　　でありたいと思っています。

こころのお手伝い vol4’

ゆらね養生雑記 寄稿者

生徒さんから数回頂いた糠付きのお漬物。その糠でズボラなワタクシが

糠漬けをガンバっています…とゆうか糠床の方がガンバってくれている

ので続いている、と言った方が正しいか。。うちの糠床は根性ある (何

回も死にかけて復活している )ので、混ぜる時つい話しかけてしまいま

す笑。

自粛中毎日欠かさずにやる事は、食のこととレイキくらい。ただこれだ

けだと飛ぶように毎日が過ぎていくので、今月に入ってからは 1日 1個

くらいは「やったなー♪」と思える事をするようにしています (mail や

LINE で占いの依頼を頂いて、たまーにオシゴトできてるの感謝。周りに

生かされていると思うこと多…)。

次いで、ここ数日で始めたことは、何かについてじっくり考えること。

例えば、「私は台所に何を求めているのか」とか「なぜ片付ける事が苦

手なのか」とか。はい…ヒマジンですね笑。でもこれがけっこう面白く

て (人生に面白さは必要 )。突き詰めていくと動きたくなったり謎が解

けたり、今後の生き方の指針が出来たり。。考えるより動いた方が早い

というヒトも居ると思うけれど。どうしても外でオシゴトしないといけ

ない方もたくさん居ると思うけれど、家に篭ることになった皆さんは、

どうやって毎日を過ごしていますか？ゆらねの LINE ででも教えてねー。

最後に。。この期間、生きる氣力が萎えてきたとゆう方は第 1チャクラ

に。イライラしたり毎日が楽しくないとゆう方は第 2チャクラに、レイ

キすることオススメしておいて…また笑って元氣にお会いできることを

楽しみにしてますね★ERIO


